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⑫
号

剃蜷綿鯉

法

一
　
序

　
1
　
説
明
義
務
の
種
類

　
医
師
は
患
者
に
対
し
て
、
一
定
の
事
項
を
説
明
す
べ
き
法
律
上
の
義
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
日
で
は
通
説
と
な
っ
て
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恐
ら
く
異
説
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
説
明
す
べ
き
事
項
と
し
て
、
次
の
二
種
類
の
も
の
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。

　
①
治
療
行
為
と
し
て
の
説
明

　
②
患
者
の
承
諾
を
得
る
た
め
の
説
明

　
右
の
①
は
、
病
状
・
療
法
の
説
明
や
転
医
の
勧
奨
等
、
医
師
の
説
明
自
体
が
患
者
に
対
す
る
治
療
行
為
に
な
る
場
合
で
あ
り
、
②
は

検
査
、
手
術
等
の
い
わ
ゆ
る
医
的
侵
襲
に
先
立
ち
、
こ
れ
に
関
す
る
患
者
の
承
諾
を
得
る
た
め
に
必
要
と
な
る
説
明
で
あ
る
。

　
医
師
の
説
明
に
は
、
こ
の
両
者
に
ま
た
が
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
（
例
え
ば
、
癌
患
者
に
対
す
る
病
名
の
告
知
）
も
あ
っ
て
、
全
部

が
こ
の
ど
ち
ら
か
に
明
確
に
分
類
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
①
に
つ
い
て
は
、
し
か
る
べ
き
説
明
が
な
か
っ
た
場
合
に
そ
の

こ
と
自
体
が
違
法
と
な
る
の
に
対
し
て
、
②
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
説
明
を
欠
い
た
場
合
に
そ
の
後
の
治
療
行
為
が
違
法
と
な
る
と
い

う
点
に
概
念
上
の
相
違
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
2
　
説
明
義
務
の
法
律
上
の
根
拠

e
　
医
師
の
患
者
に
対
す
る
説
明
義
務
の
私
法
上
の
根
拠
、
換
言
す
れ
ば
医
師
の
説
明
を
欠
い
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
医
療
事
故
に
つ

い
て
、
患
者
側
が
医
師
側
の
民
事
上
の
責
任
を
追
及
す
る
際
の
法
令
上
の
根
拠
と
な
り
得
る
の
は
、
債
務
不
履
行
責
任
に
関
す
る
民
法
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一
第
四
一
五
条
と
不
法
行
為
責
任
に
関
す
る
同
法
第
七
〇
九
条
で
あ
る
。
こ
れ
は
右
二
つ
の
説
明
義
務
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
そ
う
で
あ

り
、
医
療
事
故
に
対
す
る
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
た
め
の
法
律
的
構
成
に
つ
い
て
は
、
債
務
不
履
行
に
よ
る
場
合
と
不
法
行
為
に
よ
る

場
合
と
で
、
近
親
者
の
慰
謝
料
請
求
の
可
否
、
付
帯
請
求
の
起
算
日
、
時
効
期
間
等
で
相
違
が
生
じ
得
る
も
の
の
、
こ
の
両
者
間
に
お

け
る
説
明
義
務
違
反
特
有
の
相
違
と
い
う
も
の
は
全
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
説
明
義
務
違
反
に
関
す
る
先
例
の
中
に
は
、
「
四
一
五
条
又
は
七
〇
九
条
」
と
い
う
形
で
請
求
を
認
容
し
た
事
例
、
原
告
中
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

者
に
つ
い
て
は
四
一
五
条
、
あ
る
者
に
つ
い
て
は
七
〇
九
条
で
認
容
し
た
事
例
、
医
師
個
人
に
対
し
て
は
七
〇
九
条
を
、
病
院
経
営
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
対
し
て
は
四
一
五
条
を
適
用
し
た
事
例
が
あ
る
の
は
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⇒
　
医
師
の
説
明
義
務
と
い
う
概
念
は
比
較
的
新
し
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
や
程
度
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
な
枠
組
み
に
関
す
る

理
論
は
概
ね
固
ま
っ
て
来
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
詳
細
と
な
る
と
、
ま
だ
生
成
過
程
の
部
分
が
あ
り
、
学
説
上
も
判
例
上
も
、
論
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

医
療
観
に
よ
っ
て
ま
だ
か
な
り
の
分
岐
を
来
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
他
方
、
判
例
は
近
時
相
当
の
展
開
を
示
し
て
い
る
と
見
受

け
ら
れ
る
の
で
、
本
稿
で
紹
介
す
る
先
例
は
な
る
べ
く
新
し
い
も
の
を
中
心
と
し
た
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

　
拙
稿
「
説
明
義
務
、
転
医
の
勧
奨
、
患
者
の
承
諾
、
自
己
決
定
権
」
判
タ
六
八
六
号
七
九
頁
以
下
（
一
九
八
九
年
）
参
照
。

　
神
戸
地
判
平
成
六
年
三
月
二
四
日
判
タ
八
七
五
号
二
三
三
頁
。
も
っ
と
も
、
判
例
の
訴
訟
物
理
論
を
前
提
と
す
る
限
り
、
そ
の
当
否
は
疑

問
で
あ
る
。

　
福
岡
地
判
平
成
七
年
一
月
二
〇
日
判
時
一
五
五
八
号
＝
一
頁
。

　
例
え
ば
、
静
岡
地
判
平
成
三
年
一
〇
月
四
日
判
タ
七
七
三
号
二
二
七
頁
。



4

（
5
）
　
前
記
（
注
1
）
拙
稿
八
〇
頁
参
照
。

二
　
治
療
行
為
と
し
て
の
説
明

匂㎜

⑫
号

剃蜷綿姻
法

1
　
概
念

e
医
師
は
、
診
療
を
し
た
場
合
に
、
患
者
に
対
し
、
「
療
養
の
方
法
そ
の
他
保
健
の
向
上
に
必
要
な
事
項
の
指
導
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
（
医
師
法
第
二
一
二
条
）
。
こ
の
規
定
は
行
政
法
上
の
も
の
で
あ
る
が
、
医
師
が
患
者
に
療
養
方
法
等
を
説
明
す
る
の
は
医
師
の

本
来
的
義
務
と
い
え
よ
う
か
ら
、
民
事
上
の
義
務
は
診
療
契
約
な
い
し
医
師
・
患
者
間
の
関
係
か
ら
直
接
に
導
出
さ
れ
る
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
具
体
的
に
は
、

　
①
診
断
所
見
、
現
在
の
症
状
、
必
要
な
治
療
内
容
、
療
養
方
法
、
薬
品
の
服
用
法
、
そ
し
て
、

　
②
他
の
病
院
へ
の
転
医
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
の
転
医
勧
奨

と
い
う
内
容
を
持
つ
。
十
分
な
説
明
が
な
い
た
め
に
患
者
に
悪
い
結
果
が
発
生
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
防
止
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
結
果
回
避
義
務
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
①
と
②
を
区
別
し
て
、
②
を
治
療
行
為
と
し
て
の
説
明
と

は
別
個
に
数
え
る
見
解
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
概
念
的
な
も
の
で
、
分
類
の
如
何
に
よ
る
実
務
上
の
差
異
は
生
じ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

口
　
医
師
が
診
療
行
為
と
し
て
患
者
に
説
明
す
べ
き
具
体
的
事
項
は
、
基
本
的
に
実
践
の
場
に
お
け
る
医
療
水
準
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
。
従
っ
て
、
そ
の
水
準
に
至
っ
て
い
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
医
師
は
患
者
に
説
明
す
る
必
要
は
な
い
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
未
熟
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

網
膜
症
の
治
療
を
巡
っ
て
事
例
の
集
積
し
た
論
点
で
あ
る
が
、
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
。

動晒容
内

の
ぞと務義明

説の
師医

5

2
　
事
例

　
近
時
の
事
例
の
中
で
は
、
患
者
を
自
宅
で
経
過
観
察
な
い
し
静
養
さ
せ
る
に
当
た
り
、
患
者
の
家
族
に
対
す
る
医
師
の
説
明
が
、
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
、
内
容
、
緊
急
時
の
対
応
等
の
点
に
お
い
て
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
事
例
が
目
立
つ
。
患
者
も
家
族
も
医
学
的
に
は
素
人

に
過
ぎ
な
い
と
い
う
点
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
投
薬
に
つ
い
て
、
医
師
は
、
投
与
の
目
的
、
具
体
的
な
効
果
、
副
作
用
の
危
険
性
を
説
明
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
説
明
義
務

は
患
者
の
自
己
決
定
権
に
由
来
す
る
、
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
療
養
指
導
な
い
し
情
報
提
供
の
義
務
の
根
拠
を
患
者
の
自
己
決
定
権
に

求
め
た
事
槻
が
あ
る
の
は
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
は
ま
だ
一
般
的
な
見
解
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

3
　
癌
の
告
知

e
　
患
者
へ
の
病
名
の
告
知
は
、
次
項
の
患
者
の
承
諾
を
得
る
た
め
の
説
明
に
も
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
治
療
行
為
に
対
す
る
承

諾
と
い
う
こ
と
が
前
提
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
検
討
す
る
。

　
癌
患
者
へ
の
病
名
の
告
知
に
関
す
る
法
律
上
の
当
否
は
、
未
だ
定
説
が
な
い
。
従
来
は
、
医
師
が
そ
の
裁
量
で
、
患
者
本
人
に
真
の

病
名
を
告
知
せ
ず
、
虚
偽
の
病
名
下
で
治
療
を
進
め
た
り
、
家
族
に
の
み
癌
で
あ
る
旨
を
告
知
す
る
と
い
う
こ
と
が
普
通
に
行
わ
れ
て

き
た
の
で
、
こ
れ
を
尊
重
す
る
と
い
う
扱
い
が
通
説
的
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
七
、
患
者
が
虚
偽
の
病
名
を
告
げ
ら
れ
、
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②
　

剃雛纏雌

法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
た
め
に
油
断
し
て
い
る
う
ち
に
治
療
の
時
期
を
逸
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
例
が
出
る
に
及
ん
で
、
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
゜
ア
ッ
プ

さ
れ
た
。

　
こ
の
事
件
で
最
高
裁
判
所
は
、
事
件
の
あ
っ
た
昭
和
五
八
年
当
時
は
癌
（
具
体
的
事
案
で
は
胆
嚢
癌
）
を
告
知
し
な
い
扱
い
が
一
般

的
で
あ
っ
た
し
、
告
知
に
よ
る
患
者
へ
の
打
撃
や
治
療
へ
の
悪
影
響
を
考
慮
し
て
、
手
術
が
必
要
な
別
の
重
度
の
疾
患
（
右
の
具
体
的

事
案
で
は
「
胆
石
症
」
）
で
あ
る
と
説
明
し
て
入
院
さ
せ
、
そ
の
上
で
精
密
な
検
査
を
し
よ
う
と
し
た
の
は
医
師
と
し
て
や
む
を
得
な

い
措
置
で
あ
っ
た
と
し
、
ま
た
、
入
院
後
に
家
族
の
中
か
ら
適
当
な
者
を
選
ん
で
検
査
結
果
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
不
合
理
で

は
な
い
と
し
て
、
医
師
の
裁
量
的
判
断
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
説
明
を
是
認
し
、
患
者
遺
族
の
請
求
を
退
け
た
。
し
か
し
、
こ
の
判
決
は
、

当
時
の
具
体
的
事
例
に
対
応
し
た
も
の
で
、
将
来
の
こ
と
に
は
含
み
を
残
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
患
者
本
人
に
癌
を
告
知
し
な
か
っ
た
こ
と
は
医
師
の
裁
量
に
よ
る
判
断
と
し
て
許
容
さ
れ
る
と
し
な
が
ら
も
、
本
人
に
告
知

し
な
い
場
A
・
に
は
、
家
族
そ
の
他
の
近
親
者
に
告
知
し
て
治
療
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
と
し
た
馨
事
施
が

あ
る
反
面
、
家
族
へ
の
告
知
の
有
無
も
原
則
と
し
て
医
師
の
広
範
な
裁
量
権
の
範
囲
で
あ
る
と
し
た
棄
却
識
も
あ
っ
て
・
こ
の
点
に

関
す
る
扱
い
も
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

口
　
医
師
が
こ
れ
ま
で
患
者
本
人
に
癌
の
告
知
を
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
癌
の
告
知
が
患
者
本
人
に
絶
望
感
を
も
た
ら
し
て

治
療
上
不
都
合
で
あ
る
と
い
う
い
わ
ば
患
者
の
弱
さ
と
共
に
、
医
師
と
い
え
ど
も
「
不
治
の
病
」
を
直
接
本
人
に
告
知
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
、
或
い
は
し
た
く
な
い
と
い
う
医
師
側
の
弱
さ
も
恐
ら
く
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
必
ず
し
も
真
の
病
名
を
知
る
こ
と
を
欲

し
な
い
患
者
と
、
患
者
本
人
へ
の
癌
の
告
知
を
し
た
が
ら
な
い
が
、
そ
の
裁
量
的
判
断
で
病
名
を
完
全
に
秘
匿
す
る
と
い
う
こ
と
も
で

き
な
い
医
師
と
い
う
事
情
か
ら
、
家
族
に
の
み
こ
れ
を
告
げ
る
と
い
う
便
法
が
作
ら
れ
、
間
に
立
つ
家
族
が
板
挟
み
の
苦
悩
を
引
き
受
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け
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
近
時
で
も
、
患
者
本
人
へ
の
癌
の
告
知
が
な
さ
れ
る
割
ム
ロ
は
全
体
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

割
程
度
と
い
う
資
料
が
あ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
患
者
の
主
体
性
、
自
己
決
定
権
を
重
視
（
後
記
三
参
照
）
し
な
が
ら
癌
の
場
合
だ
け
は
例
外
と
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
無

理
で
あ
る
か
ら
、
今
後
は
、
多
少
の
曲
折
は
経
つ
つ
も
、
こ
の
開
示
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
患
者

に
こ
れ
に
堪
え
る
強
さ
が
求
め
ら
れ
て
い
く
と
同
時
に
、
医
師
が
真
の
病
名
を
開
示
し
な
い
こ
と
が
そ
の
裁
量
に
よ
る
判
断
と
し
て
訴

訟
上
も
尊
重
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
段
々
難
し
く
な
っ
て
い
く
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
癌
の
告
知
に
際
し
て
は
、
医
師
に
は
患
者
の
心

理
状
態
に
留
意
し
た
配
慮
が
求
め
ら
匙
か
ら
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
告
知
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
医
師
の
蟄
を
講
る

べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
告
知
し
な
い
こ
と
も
裁
量
の
う
ち
で
あ
る
と
い
う
行
き
方
は
、
今
後
は
恐
ら
く
取
れ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
な
お
、
癌
の
告
知
が
患
者
に
衝
撃
を
与
え
る
と
い
う
場
合
で
あ
っ
て
も
、
真
実
の
開
陳
そ
れ
自
体
が
違
法
と
な
る
こ
と
は
な
い
も
の

と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
名
古
屋
地
判
昭
和
五
八
年
五
月
二
七
日
判
タ
五
〇
七
号
二
八
二
頁
は
そ
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
た
一
例
）
。

4
　
そ
の
他
の
問
題

　
こ
の
類
型
に
関
す
る
医
師
の
説
明
義
務
違
反
と
い
う
事
実
は
、
医
師
の
過
失
な
い
し
債
務
不
履
行
の
具
体
的
態
様
を
な
す
も
の
で
あ

る
か
ら
、
不
法
行
為
構
成
の
場
合
で
も
、
債
務
不
履
行
構
成
の
場
合
で
も
、
そ
の
証
明
責
任
は
患
者
．
原
告
側
に
あ
る
も
の
と
解
さ
れ

る
。
も
っ
と
も
、
実
際
の
訴
訟
で
は
、
説
明
の
具
体
的
内
容
は
殆
ど
証
拠
で
認
定
さ
れ
た
上
で
、
当
該
の
説
明
に
義
務
違
反
が
あ
っ
た

か
ど
う
か
と
い
う
評
価
を
経
て
お
り
、
証
明
責
任
で
決
着
が
つ
く
と
い
う
事
例
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
説
明
義
務
違
反
の
事
実
が
認
め
ら
れ
、
結
果
と
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
る
限
り
は
、
賠
償
義
務
の
範
囲
は
患
者
側
の
損
害
全
般
に
及



8

ぶ
。

匂鵬

⑫
号

ヨ第
巻

第
論理政

法

（
6
）
　
最
判
昭
和
五
七
年
三
月
三
〇
日
判
時
一
〇
三
九
号
六
六
頁
、
最
判
昭
和
六
一
年
五
月
三
〇
日
判
時
一
一
九
六
号
一
〇
七
頁
等
。

（
7
）
　
拙
稿
「
医
療
水
準
と
医
療
慣
行
」
太
田
幸
夫
編
「
新
・
裁
判
実
務
大
系
1
医
療
過
誤
訴
訟
法
」
一
〇
三
頁
以
下
（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
〇

　
　
年
）
。

（
8
）
　
神
戸
地
裁
明
石
支
判
平
成
二
年
一
〇
月
八
日
判
時
一
三
九
四
号
一
二
八
頁
（
頭
部
外
傷
）
、
大
阪
地
判
平
成
三
年
一
月
二
八
日
判
タ
七
七

　
　
九
号
二
五
三
頁
（
腹
痛
。
但
し
結
果
と
の
因
果
関
係
を
否
定
し
て
棄
却
）
、
福
岡
地
判
平
成
六
年
一
一
月
一
六
日
判
時
一
五
四
八
号
一
二
四

　
　
頁
（
新
生
児
核
黄
疸
）
、
最
判
平
成
七
年
五
月
三
〇
日
判
時
一
五
五
三
号
七
八
頁
（
同
）
、
大
阪
高
判
平
成
八
年
一
二
月
＝
百
判
時
一
六
〇

　
　
三
号
七
六
頁
（
右
最
判
の
差
戻
審
）
等
。

（
9
）
　
高
松
高
判
平
成
八
年
二
月
二
七
日
判
時
一
五
九
一
号
四
四
頁
。

（
1
0
）
　
名
古
屋
地
判
平
成
元
年
五
月
二
八
日
判
タ
六
九
九
号
二
七
九
頁
、
そ
の
控
訴
審
で
あ
る
名
古
屋
高
判
平
成
二
年
一
〇
月
三
一
日
判
タ
七
四

　
　
四
号
一
八
二
頁
、
そ
の
上
告
審
で
あ
る
最
判
平
成
七
年
四
月
二
五
日
民
集
四
九
巻
四
号
＝
六
三
頁
。

（
1
1
）
　
東
京
地
判
平
成
六
年
三
月
三
〇
日
判
時
一
五
二
二
号
一
〇
四
頁
。

（
1
2
）
　
秋
田
地
判
平
成
入
年
三
月
二
二
日
判
時
一
五
九
五
号
＝
一
二
頁
。

（
1
3
）
　
雑
誌
「
A
E
R
A
」
一
九
九
八
年
二
月
二
一
ご
日
号
三
三
頁
。

（
1
4
）
　
　
「
あ
と
半
年
の
命
だ
。
墓
場
に
行
く
か
。
」
と
い
う
よ
う
な
無
神
経
な
言
い
方
は
慰
謝
料
請
求
の
理
由
と
な
る
。
大
阪
地
判
平
成
八
年
四

　
　
月
二
二
日
判
時
一
五
八
五
号
六
六
頁
。



（
1
5
）

検
査
で
癌
の
疑
い
の
あ
る
病
変
を
発
見
し
な
が
ら
、
そ
の
告
知
も
精
密
検
査
も
失
念
し
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
場
合
に
は
、

の
問
題
で
は
な
く
、
賠
償
義
務
は
免
れ
な
い
。
静
岡
地
判
平
成
二
年
一
二
月
一
九
日
判
タ
七
五
一
号
二
〇
八
頁
。

医
師
の
裁
量

動栖
容内

の
ぞと

務
義明

説の
師医

9

三
　
患
者
の
承
諾
を
得
る
た
め
の
説
明

　
1
　
説
明
義
務
の
具
体
的
根
拠

e
　
患
者
の
身
体
に
対
す
る
侵
襲
と
な
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
治
療
目
的
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
患
者
の
承
諾
が
な
い
限
り
違

法
な
も
の
と
な
る
と
い
う
こ
と
、
こ
の
承
諾
は
診
療
契
約
の
存
在
だ
け
で
カ
バ
ー
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
同
契
約
に
当
然
包
含
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
軽
易
な
侵
襲
行
為
を
除
い
て
、
別
個
に
必
要
と
な
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
昭
和
四
〇
年
代
か
ら
ほ
ぼ
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

立
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
近
時
、
医
療
過
程
に
お
け
る
患
者
の
主
体
的
地
位
が
向
上
す
る
と
共
に
、
患
者
は
単
に
医
師
の
治
療
行
為

の
対
象
と
な
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
患
者
こ
そ
が
治
療
の
主
体
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
向
上
し
、
そ
の
結
果
、

治
療
行
為
に
対
す
る
患
者
の
承
諾
が
一
段
と
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
患
者
の
承
諾
の
前
提
と
な
る
の
が
医
師
の
説
明
で
あ

り
、
近
時
よ
く
耳
に
す
る
「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
」
と
い
う
表
現
で
言
え
ば
、
そ
の
「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
」
に
当
た
る
部
分

で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
そ
の
背
景
に
は
、
治
療
が
複
線
化
す
る
よ
う
な
難
病
が
増
加
し
、
例
え
ば
あ
る
種
の
抗
癌
剤
の
よ
う
に
、
一
定
の
治
療

効
果
も
あ
る
が
、
そ
の
反
面
副
作
用
も
激
烈
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
患
者
の
意
向
を
度
外
視
し
て
採
用
す
る
こ
と
が
医
師
だ
け
の
判



1
0

匂㎜

②
号

ヨ第巻第論
理政

法

断
に
余
る
治
療
法
の
出
現
と
い
う
事
情
も
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
主
体
的
地
位
の
向
上
と
い
う
こ
と
は
、
患
者
自
身
の
責
任
の
増
大

と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

口
　
こ
の
承
諾
を
得
る
た
め
の
医
師
の
説
明
義
務
の
法
律
上
の
具
体
的
な
根
拠
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

①
医
師
の
患
者
に
対
す
る
治
療
行
為
は
患
者
の
身
体
に
対
す
る
侵
襲
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
違
法
と
な
る
の
で
、
そ
の
違
法
性

を
阻
却
す
る
た
め
に
患
者
の
承
諾
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
の
承
諾
取
り
付
け
の
前
提
と
し
て
医
師
の
説
明
が
必
要
と
な
る
。

②
人
は
、
自
分
の
生
命
、
身
体
、
機
能
を
ど
の
よ
う
に
維
持
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
自
ら
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
権
能
が

　
（
1
7
）

あ
る
が
、
そ
の
権
能
の
行
使
に
は
十
分
な
情
報
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
人
生
に
対
す
る
患
者
自
身
の
自
己
決
定
と
い
う
選
択
に
寄
与
す

る
た
め
に
医
師
に
は
説
明
義
務
が
発
生
す
る
。

　
こ
の
両
者
は
両
立
し
得
る
も
の
で
あ
る
（
損
害
賠
償
請
求
権
を
契
約
上
の
も
の
と
構
成
し
た
場
合
で
も
、
右
両
者
、
特
に
②
を
認
め

る
場
合
に
、
理
論
上
の
問
題
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
）
か
ら
、
こ
の
両
者
が
相
侯
っ
て
医
師
の
説
明
義
務
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
理
解
し
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
近
時
の
事
例
で
は
右
の
②
を
正
面
か
ら
打
ち
出
し
て
い
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
患

者
の
主
体
性
に
対
す
る
認
識
と
そ
の
地
位
の
向
上
が
進
む
結
果
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
主
流
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ

る
。
暫
く
前
に
は
、
い
か
な
る
医
療
措
置
を
取
る
か
と
い
う
こ
と
を
患
者
の
自
己
決
定
に
委
ね
る
た
め
の
前
提
と
し
て
の
説
明
義
務
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

な
い
と
明
言
し
た
事
例
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
判
断
は
、
当
時
か
ら
批
判
が
強
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
今
日
で
は
既
に
過
去
の
も

の
に
な
っ
て
い
る
と
見
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

日
　
な
お
、
患
者
は
自
己
の
負
担
に
お
い
て
行
動
す
る
限
り
、
医
学
上
合
理
的
に
行
動
す
る
義
務
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
判
断
の
合
理

・
不
合
理
を
度
外
視
し
て
、
そ
の
判
断
を
尊
重
す
る
こ
と
に
自
己
決
定
権
と
い
う
概
念
を
認
め
る
利
益
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
患
者



の
自
己
決
定
と
い
う
こ
と
を
打
ち
出
す
以
上
は
、
医
師
も
周
囲
の
者
も
、
患
者
が
意
外
な
選
択
を
し
た
場
合
に
も
、
そ
れ
が
熟
慮
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
容
れ
る
、
と
い
う
相
応
の
覚
悟
が
要
請
さ
れ
る
状
況
が
あ
り
得
る
と
予
想
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

動栖容
内

の
ぞと

務
義明

説の
師

医1
1

　
2
　
説
明
義
務
の
内
容
と
説
明
の
程
度

e
　
医
師
が
患
者
に
説
明
す
べ
き
事
項
は
、
基
本
的
に
は
、
「
患
者
の
病
状
、
実
施
予
定
の
治
療
行
為
と
そ
の
内
容
、
予
想
さ
れ
る
成

果
と
付
随
す
る
危
険
性
、
当
該
治
療
を
実
施
し
な
い
場
合
の
予
後
、
代
替
可
能
な
他
の
治
療
方
法
、
こ
の
場
合
に
予
想
さ
れ
る
成
果
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

付
随
す
る
危
険
性
」
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
患
者
の
病
状
、
実
施
予
定
の
治
療
行
為
と
そ
の
内
容
、
予
想
さ
れ
る
成
果

と
付
随
す
る
危
険
性
、
当
該
治
療
を
実
施
し
な
い
場
合
の
予
後
」
ま
で
の
説
明
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
殆
ど
異
論
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

こ
の
旨
を
一
般
論
と
し
て
判
示
し
た
先
例
は
多
数
に
上
る
。
特
に
、
当
該
治
療
法
に
付
随
す
る
危
険
性
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

不
十
分
で
あ
っ
た
と
す
る
認
容
事
例
が
目
に
つ
く
。

　
医
師
の
説
明
義
務
に
関
す
る
数
少
な
い
最
高
裁
判
決
で
あ
る
最
判
昭
和
五
六
年
六
月
一
九
日
判
時
一
〇
＝
号
五
四
頁
は
、
開
頭
手

術
と
い
う
、
そ
れ
自
体
緊
急
性
か
つ
危
険
性
を
伴
う
手
術
の
実
施
に
つ
い
て
、
医
師
は
、
「
手
術
の
内
容
及
び
こ
れ
に
伴
う
危
険
性
」

を
患
者
又
は
そ
の
法
定
代
理
人
に
説
明
す
る
義
務
が
あ
る
が
、
「
患
者
の
現
症
状
と
そ
の
原
因
、
手
術
に
よ
る
改
善
の
程
度
、
手
術
を

し
な
い
場
合
の
具
体
的
予
後
内
容
、
危
険
性
に
つ
い
て
不
確
定
要
素
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
基
礎
と
な
る
症
状
把
握
の
程
度
、
そ
の
要

素
が
出
現
し
た
場
合
の
対
処
の
準
備
状
況
に
つ
い
て
ま
で
説
明
す
る
義
務
は
な
い
」
と
し
た
原
審
の
判
断
を
是
認
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
は
当
該
の
具
体
的
事
案
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
十
数
年
が
経
過
し
た
現
在
の
状
況
か
ら
す
る
と
、
「
患
者
の

現
症
状
と
そ
の
原
因
、
手
術
に
よ
る
改
善
の
程
度
、
手
術
を
し
な
い
場
合
の
具
体
的
予
後
内
容
」
等
ま
で
は
、
む
し
ろ
説
明
義
務
の
範



1
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囲
に
含
め
る
扱
い
の
方
が
普
通
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
「
代
替
可
能
な
他
の
治
療
方
法
、
そ
の
成
果
、
危
険
性
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
学
説
の
上
で
は
殆
ど
異
論

は
な
い
も
の
の
、
前
記
最
高
裁
判
決
を
始
め
と
し
て
、
こ
こ
ま
で
は
判
示
し
て
い
な
い
先
例
も
多
い
の
で
、
判
例
上
は
未
だ
一
般
的
な

認
識
に
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
患
者
の
自
己
決
定
た
る
選
択
を
重
視
し
て
、
こ
れ
に
資
す
る
た
め
、
他
の
治
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鱗
）

法
の
有
無
、
得
失
に
つ
い
て
も
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
事
例
が
増
加
し
て
い
る
。
特
に
、
治
療
法
と
し
て
確
立
し
た
と
言

え
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
、
乳
癌
患
者
に
対
し
て
乳
房
切
除
術
を
施
行
す
る
場
合
に
、
女
性
で
あ
る
患
者
に
対
す
る
精
神
的
、
心
理
的

影
響
、
ひ
い
て
は
患
者
の
生
命
の
質
を
考
慮
し
て
、
乳
房
温
存
術
は
当
時
一
応
の
有
効
性
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

る
か
ら
、
こ
れ
を
も
説
明
し
、
患
者
の
自
己
決
定
の
機
会
を
失
わ
せ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
事
例
が
あ
る
。
将
来

は
こ
の
よ
う
な
方
向
が
主
流
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
但
し
、
医
師
と
し
て
は
、
複
数
の
治
療
方
法
を
た
だ
列
挙
す
る
の

で
は
な
く
、
専
門
家
と
し
て
の
判
断
で
、
そ
の
う
ち
ど
れ
を
ど
の
よ
う
な
理
由
で
推
奨
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ

　
（
2
6
）

ろ
う
。

　
も
っ
と
も
、
後
述
の
通
り
、
個
別
の
具
体
的
事
情
に
応
じ
て
、
必
ず
し
も
説
明
を
要
し
な
い
と
さ
れ
る
要
素
も
あ
る
の
で
、
常
に
こ

れ
だ
け
の
説
明
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

口
　
説
明
の
程
度
は
、
要
す
る
に
、
患
者
が
当
該
の
治
療
方
法
を
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
の
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
こ
と
を
要
す
る
。
以
前
に
は
、
例
え
ば
、
硬
膜
外
ブ
ロ
ッ
ク
注
射
を
す
る
の
に
、
「
神
経
痛
だ
か
ら
注
射
を
す
る
」
と
い
う
だ
け
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）

説
明
で
足
り
る
と
し
た
事
例
、
舌
癌
の
患
者
に
対
す
る
「
外
科
手
術
が
一
般
的
だ
が
、
自
分
は
機
能
障
害
の
な
い
化
学
療
法
を
行
っ
て

い
る
」
と
い
う
だ
け
の
説
明
に
つ
い
て
、
手
術
の
方
法
も
あ
る
こ
と
の
説
明
に
も
な
っ
て
お
り
、
化
学
療
法
が
臨
床
上
確
立
さ
れ
た
治
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お
　

療
方
法
で
な
い
こ
と
や
手
術
の
方
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
説
明
を
要
し
な
い
と
し
た
事
例
、
人
工
股
関
節
置
換
手
術
に
つ

き
、
患
者
に
不
安
を
与
え
な
い
よ
う
に
簡
単
な
説
明
で
済
ま
せ
た
こ
と
に
問
題
は
な
く
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
大
き
な
手
術
を
す
れ
ば

以
後
の
日
常
生
活
が
相
当
制
限
さ
れ
た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
予
想
で
き
る
か
ら
、
そ
の
点
の
説
明
が
な
か
っ
た
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

差
し
支
え
な
い
と
し
た
事
例
も
あ
っ
た
が
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
い
ず
れ
も
疑
問
が
大
き
く
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な
判
断
は
維
持
で
き
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
美
容
整
形
等
、
医
学
的
必
要
性
、
緊
急
性
が
乏
し
い
「
治
療
」
行
為
の
場
合
に
は
、
患
者
の
諾
否
の
判
断
に
資
す
る
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
に
十
分
な
説
明
が
求
め
ら
れ
る
の
が
例
で
あ
る
。

　
な
お
、
通
常
の
医
療
過
程
に
お
け
る
あ
る
検
査
（
具
体
的
に
は
、
特
発
性
血
小
板
減
少
症
紫
斑
病
に
罹
患
し
て
い
る
妊
婦
の
分
娩
に

備
え
、
胎
児
の
血
液
を
調
べ
る
た
め
の
膀
帯
穿
刺
法
に
よ
る
胎
児
採
血
）
に
つ
き
、
こ
れ
は
必
要
な
検
査
で
は
な
か
っ
た
の
に
、
医
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
実
施
に
際
し
て
そ
の
危
険
性
等
に
関
す
る
十
分
な
説
明
を
し
な
か
っ
た
と
し
た
事
例
が
あ
る
が
、
当
該
医
師
と
し
て
は
右
検
査
を
必

要
と
判
断
し
て
実
施
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
結
果
的
に
裁
判
所
が
判
断
す
る
必
要
性
如
何
に
よ
っ
て
必
要
と
な
る
説
明
の
程

度
も
左
右
さ
れ
る
と
す
る
と
、
医
師
と
し
て
は
行
動
の
基
準
に
迷
う
こ
と
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

日
　
も
っ
と
も
、
同
一
の
状
況
で
あ
っ
て
も
、
個
別
の
医
師
、
患
者
に
よ
っ
て
、
必
要
と
考
え
る
説
明
の
程
度
、
或
い
は
欲
す
る
説
明

の
程
度
が
異
な
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
の
は
当
然
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

　
①
当
該
の
患
者
が
重
視
す
る
で
あ
ろ
う
情
報
を
説
明
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
具
体
的
患
者
説

　
②
平
均
的
な
い
し
合
理
的
な
患
者
が
重
視
す
る
で
あ
ろ
う
情
報
を
説
明
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
合
理
的
患
者
説

　
③
合
理
的
な
医
師
な
ら
ば
説
明
す
る
で
あ
ろ
う
情
報
を
説
明
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
合
理
的
医
師
説

ρ
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④
具
体
的
な
患
者
が
重
視
し
、
か
つ
、
そ
の
こ
と
を
合
理
的
な
医
師
な
ら
ば
認
識
で
き
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
場
合
に
は
、
そ
の
情

報
が
説
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
、
具
体
的
患
者
・
合
理
的
医
師
の
二
重
基
準
説

　
　
　
　

が
あ
る
。
学
説
と
し
て
は
④
が
有
力
説
と
見
受
け
ら
れ
、
そ
の
内
容
な
も
の
も
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
判
例
上
、
こ
の
説
明
の
程
度
に
つ

い
て
具
体
的
に
判
示
し
た
事
例
は
少
な
い
が
、
「
患
者
が
特
に
説
明
を
求
め
た
等
の
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
通
常
の
医
師
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ら
ば
通
常
の
患
者
に
た
い
し
て
す
る
で
あ
ろ
う
範
囲
及
び
程
度
」
の
も
の
で
あ
れ
ば
よ
い
と
し
た
事
例
が
あ
る
。
②
及
び
③
の
折
衷

的
立
場
で
あ
ろ
う
か
。

四
　
な
お
、
こ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
知
性
的
で
冷
静
な
患
者
で
あ
り
、
医
師
か
ら
十
分
な
説
明
を
受
け
れ
ば
、
当
該
疾
病
に

関
す
る
問
題
点
を
理
解
し
、
そ
の
意
思
に
基
づ
い
て
自
己
の
あ
り
方
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
一
般
に
は
、
医
師
と
患
者
の
知
識
の
差
は
圧
倒
的
で
あ
る
か
ら
、
練
達
の
医
師
で
あ
れ
ば
そ
の
説
明
の
内
容
及
び
方
法
次
第

で
患
者
の
意
思
決
定
を
誘
導
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
患
者
の
主
体
性
の
尊
重
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
現
実
の
壁
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

り
得
る
と
い
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
今
後
の
展
開
に
待
つ
所
が
大
き
い
。
現
段
階
に
あ
っ
て
は
、
個
別
の
事
案
毎

に
事
実
関
係
を
追
及
し
て
、
妥
当
な
解
決
を
見
い
だ
す
よ
う
努
力
す
る
ほ
か
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
3
　
説
明
が
不
要
と
な
る
場
合

e
　
一
般
的
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
治
療
行
為
に
際
し
て
、
医
師
の
説
明
な
い
し
患
者
の
承
諾
が
不
要
と
な
る
と
解
さ
れ

　
　
　
お
　

て
い
る
。

①
制
定
法
に
よ
り
、
医
師
に
強
制
治
療
の
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合

噂
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②③④⑤⑥

　
も
っ
と
も
、

る
と
解
す
べ
き
も
の
と
思
う
。

口
　
こ
の
う
ち
で
、
訴
訟
で
争
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
②
と
⑥
で
あ
る
。

　
ま
ず
②
に
つ
い
て
は
、
手
術
に
せ
よ
、
こ
れ
に
先
立
つ
麻
酔
に
せ
よ
、
例
え
ば
一
万
回
に
数
回
と
い
う
程
度
で
発
生
す
る
に
過
ぎ
な

い
と
い
う
合
併
症
の
危
険
性
に
つ
い
て
ま
で
必
ず
説
明
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
ま

　
　
　
　
　
　
　
　

ず
異
論
は
な
い
が
、
ど
の
程
度
の
発
生
頻
度
に
な
れ
ば
説
明
を
要
す
る
の
か
と
い
う
限
界
と
な
る
と
、
具
体
的
に
数
字
を
挙
げ
た
も
の

は
少
な
い
。
骨
折
手
術
に
際
し
て
の
「
一
・
五
％
」
の
細
菌
感
染
率
を
「
無
視
で
き
な
い
割
合
」
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
危
険
性
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
説
明
が
な
か
っ
た
こ
と
を
違
法
と
し
た
事
例
は
そ
の
少
な
い
一
例
で
あ
る
が
、
従
来
の
傾
向
と
し
て
は
、
も
っ
と
危
険
率
が
大
き

い
場
合
で
も
説
明
の
な
か
っ
た
こ
と
を
許
容
し
た
事
例
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
⑥
は
、
癌
の
告
知
が
典
型
例
で
あ
っ
て
、
患
者
の
状
況
に
合
わ
せ
た
医
師
の
裁
量
が
要
請
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
当
該
の
医
師

だ
け
で
な
く
、
論
者
の
医
療
観
が
判
断
を
左
右
す
る
と
い
う
微
妙
な
領
域
で
も
あ
る
の
で
、
一
般
的
な
基
準
の
定
立
は
困
難
で
あ
る
が
、

癌
の
告
知
の
項
で
述
べ
た
通
り
、
将
来
的
に
は
情
報
の
開
示
の
方
が
優
先
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

当
該
治
療
に
付
随
す
る
危
険
性
が
軽
微
で
あ
る
場
合
、
又
は
発
生
す
る
危
険
性
が
少
な
い
場
合

当
該
の
事
項
が
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
良
く
知
ら
れ
て
い
る
場
合
、
或
い
は
患
者
が
自
己
の
病
状
を
よ
く
知
っ
て
い
る
場
合

患
者
が
医
師
の
説
明
を
受
け
る
機
会
を
放
棄
し
て
い
る
場
合

緊
急
事
態
で
患
者
の
承
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

説
明
す
る
こ
と
が
患
者
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
治
療
上
不
都
合
を
生
じ
る
場
合

　
　
　
こ
の
う
ち
で
①
と
⑤
以
外
は
、
医
師
の
説
明
は
不
要
で
も
、
当
該
治
療
行
為
に
関
す
る
患
者
の
承
諾
自
体
は
必
要
で
あ
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な
お
、
患
者
か
ら
同
意
を
得
た
治
療
行
為
を
行
う
過
程
で
新
た
に
緊
急
な
必
要
性
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
検
査
で
、
こ
れ
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

侵
襲
程
度
が
軽
微
な
場
合
に
は
、
事
前
に
包
括
的
な
患
者
の
同
意
が
あ
る
限
り
、
改
め
て
の
説
明
、
同
意
は
要
し
な
い
と
し
た
事
例
も

あ
る
が
、
「
軽
微
」
、
「
包
括
的
」
の
程
度
に
よ
る
こ
と
で
、
一
般
化
は
無
理
で
あ
る
。

匂㎜

⑫号

期蜷講雌

法

4
　
医
師
の
裁
量
と
患
者
の
自
己
決
定

e
　
今
後
、
医
師
の
説
明
に
関
し
て
恐
ら
く
最
も
困
難
な
問
題
と
な
る
の
は
、
医
師
の
専
門
職
と
し
て
の
裁
量
と
患
者
の
自
己
決
定
と

が
衝
突
し
た
場
合
の
調
整
で
あ
ろ
う
。
近
時
の
先
例
に
は
、
患
者
の
自
己
決
定
（
権
）
と
い
う
明
瞭
な
表
現
を
用
い
て
、
こ
の
概
念
を

肯
定
し
て
い
る
も
の
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
そ
の
た
め
、
こ
の
種
の
衝
突
と
い
う
紛
争
は
ま
す
ま
す
増
加
す
る
で
あ

ろ
う
し
、
ま
た
結
果
的
に
は
、
か
な
り
の
事
例
が
患
者
の
自
己
決
定
（
権
）
の
尊
重
と
い
う
形
で
決
着
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と

推
測
さ
れ
る
。

　
な
お
、
こ
れ
に
付
随
し
て
、
患
者
の
自
己
決
定
の
た
め
の
医
師
の
説
明
義
務
と
い
う
こ
と
を
余
り
に
強
調
す
る
と
、
医
師
が
単
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
V

技
術
者
に
堕
し
て
医
療
の
萎
縮
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
、
逆
に
医
師
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
責
任
を
強
調
し
て
そ
の
裁
量
と
判

断
を
尊
重
し
過
ぎ
る
と
、
一
方
で
は
患
者
の
自
己
決
定
権
を
侵
害
し
、
他
方
で
は
患
者
の
主
体
性
と
い
う
視
点
に
反
し
て
、
パ
タ
ー
ナ

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
説
得
義
務
が
期
待
さ
れ
る
に
至
る
恐
れ
が
あ
る
。
既
述
の
通
り
、
医
師
の
専
門
家
と
し
て
の
判
断
を
重
視
し
な
が
ら

も
、
特
に
自
己
責
任
に
よ
る
患
者
の
意
思
が
明
確
な
場
合
に
は
、
そ
れ
を
尊
重
す
る
と
い
う
運
用
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
医
師
が
自
己
の
信
念
に
従
っ
た
治
療
を
進
め
て
い
る
場
合
に
、
「
一
か
八
か
」
の
極
め
て
成
功
率
の
低
い
手
術
の
断
行
を
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

め
る
の
は
適
正
な
自
己
決
定
権
の
行
使
と
は
い
え
な
い
と
し
た
事
例
が
あ
る
。
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口
　
こ
の
問
題
が
最
も
先
鋭
な
形
で
現
れ
た
も
の
と
し
て
、
信
仰
上
の
理
由
で
輸
血
を
拒
否
し
て
い
る
患
者
に
対
し
て
、
救
命
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

に
医
師
が
専
断
的
に
輸
血
を
し
た
た
め
、
患
者
が
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
例
が
あ
る
。
こ
の
事
件
で
最
高
裁
判
所
は
、
患
者
が
宗
教

上
の
信
念
と
し
て
輸
血
を
拒
む
明
確
な
意
思
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
意
思
決
定
を
す
る
権
利
は
人
格
権
の
一
内
容
と

し
て
尊
重
さ
れ
、
医
師
が
救
命
の
た
め
に
輸
血
を
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
治
療
方
針
を
説
明
し
な
い
ま
ま
輸
血
に
及
ん
だ
の
は
、
右

権
利
を
奪
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
不
法
行
為
を
構
成
す
る
と
判
示
し
た
。
本
稿
で
述
べ
て
い
る
患
者
の
主
体
的
判
断
の
尊
重
と
い
う
立

場
か
ら
見
て
、
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

日
　
患
者
の
判
断
な
い
し
行
為
が
何
ら
か
の
行
為
規
範
（
典
型
的
に
は
法
令
）
に
抵
触
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
場
合
で
も
、

医
師
に
は
そ
の
自
己
決
定
権
に
奉
仕
す
べ
き
説
明
義
務
が
あ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
医
師
は
先
天
性
異
常
児
出
産
の
危

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

険
性
の
あ
る
妊
婦
に
対
し
、
そ
の
危
険
性
や
事
前
検
査
に
つ
い
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ど
う
か
争
わ
れ
た
事
例
は
そ
の
例
で

あ
る
。

　
極
め
て
困
難
な
問
題
で
あ
る
が
、
患
者
が
自
己
の
判
断
と
負
担
で
行
動
し
て
い
る
限
り
、
医
師
に
は
こ
の
類
型
の
説
明
義
務
も
あ
る

と
解
し
た
い
。
特
に
、
裁
判
所
が
、
「
人
工
妊
娠
中
絶
と
我
が
子
の
障
害
あ
る
生
と
の
い
ず
れ
の
途
を
選
ぶ
か
の
判
断
は
、
あ
げ
て
両

親
の
高
度
な
道
徳
観
、
倫
理
観
に
か
か
る
事
柄
」
、
「
先
天
性
障
害
児
を
中
絶
す
る
こ
と
と
そ
れ
を
育
て
上
げ
る
こ
と
と
の
間
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　

財
産
上
又
は
精
神
的
苦
痛
の
比
較
を
し
て
損
害
を
論
じ
る
こ
と
は
、
お
よ
そ
法
の
世
界
を
超
え
た
も
の
」
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
当
該

の
両
親
の
判
断
の
可
否
、
当
否
も
裁
判
所
は
問
う
べ
き
で
は
な
く
、
た
だ
、
当
事
者
に
と
っ
て
の
そ
の
判
断
が
、
十
分
な
情
報
提
供
等
、

悔
い
の
な
い
環
境
で
な
さ
れ
る
よ
う
務
め
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
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5
　
承
諾
権
者

e
　
医
師
の
説
明
を
聞
い
て
、
当
該
治
療
行
為
の
諾
否
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
基
本
的
に
患
者
本
人
で
あ
る
。
患
者
の
承
諾

な
し
で
大
規
模
な
治
療
行
為
に
及
ん
だ
と
い
う
事
例
は
最
近
で
は
稀
で
あ
る
が
、
卵
巣
摘
出
の
手
術
中
に
子
宮
筋
腫
が
発
見
さ
れ
、
全

身
麻
酔
下
の
患
者
に
代
わ
っ
て
姉
の
承
諾
で
子
宮
を
摘
出
し
た
と
い
う
医
師
に
、
か
な
り
高
額
（
一
二
〇
〇
万
円
）
の
慰
謝
料
の
支
払

　
　
　
　
　
（
4
5
）

を
命
じ
た
事
例
が
あ
る
。

口
　
患
者
本
人
に
理
解
力
、
判
断
力
が
な
い
場
合
に
は
、
家
族
の
承
諾
で
足
り
る
。
こ
れ
を
法
律
的
に
ど
う
構
成
す
る
の
か
と
い
う
こ

と
は
困
難
な
問
題
で
あ
る
が
、
患
者
の
推
定
的
意
思
を
付
度
し
、
或
い
は
当
該
患
者
・
家
族
間
の
関
係
か
ら
実
質
的
な
違
法
性
を
欠
く

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
そ
う
し
て
お
か
な
い
と
医
療
の
現
場
が
動
け
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
「
家
族
」
の
範
囲
や
、
そ
の
優
先
順
序
如
何
と
い
う
こ
と
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
関
し
て
、
患
者
の
理
解
力
、
判
断
力
が
十
分
で
な
い
、
或
い
は
患
者
に
治
療
内
容
を
説
明
す
る
こ
と
は
患
者
の
不
安
や
精
神

的
緊
張
を
増
大
さ
せ
る
、
と
い
う
場
合
に
、
家
族
の
代
諾
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
事
案
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
菊
）

容
に
応
じ
て
、
こ
れ
で
差
し
支
え
な
い
と
し
た
最
近
の
事
例
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
患
者
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
実
施
す
る
場

合
に
は
、
本
人
の
意
思
に
拠
ら
な
く
て
も
よ
い
、
と
い
う
発
想
で
あ
っ
て
、
元
来
、
そ
の
判
断
の
当
否
を
超
越
し
た
概
念
で
あ
る
筈
の

自
己
決
定
と
い
う
概
念
の
否
定
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
も
の
と
し
て
、
戒
心
を
要
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

日
　
患
者
が
未
成
年
者
で
あ
る
な
ど
、
法
律
上
の
行
為
無
能
力
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
諾
否
の
権
限
を
持
つ
の
は
法
定
代
理
人
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
患
者
が
無
能
力
者
で
あ
る
場
合
に
は
常
に
法
定
代
理
人
の
判
断
だ
け
に
よ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
患
者
自
身
に
も
相
応
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の
判
断
力
が
あ
る
場
合
（
例
え
ば
未
成
年
者
で
も
、
ミ
ド
ル
テ
ィ
ー
ン
に
達
し
て
い
る
場
合
に
は
こ
れ
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
）
に

は
、
患
者
本
人
の
意
向
も
合
わ
せ
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
法
定
代
理
人
の
こ
の
代
理
権
は
、
患
者
本
人
の
利
益
の
た
め
だ
け
に
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
治
療
行
為
に
対
す
る

そ
の
諾
否
（
問
題
に
な
る
の
は
、
主
に
拒
否
の
方
で
あ
ろ
う
。
）
が
法
定
代
理
権
の
濫
用
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
は
、
そ
の
行

為
に
は
効
力
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
親
権
者
が
自
己
の
信
仰
を
理
由
と
し
て
、
患
者
で
あ
る
子
が
差
し

迫
っ
て
必
要
と
し
て
い
る
輸
血
を
拒
む
よ
う
な
場
合
に
は
、
有
効
な
拒
否
行
為
が
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
、
医
師
は
、
輸
血
を
伴
う
緊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

急
な
医
療
行
為
を
実
施
し
て
何
ら
差
し
支
え
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。
な
お
、
こ
れ
は
親
と
子
と
い
う
他
人
間
の
問
題
で
あ
っ
て
、
そ

の
親
の
意
思
に
つ
い
て
の
「
自
己
」
決
定
権
は
問
題
に
な
ら
な
い
。

　
6
　
承
諾
欠
如
、
説
明
不
十
分
の
場
合
の
効
果

8
　
治
療
行
為
に
患
者
の
承
諾
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
も
と
よ
り
で
あ
る
が
、
治
療
行
為
に
関
す
る
医
師
の
説
明
が
不
十
分
な
ま
ま
に

患
者
が
承
諾
し
た
場
合
に
は
、
十
分
な
説
明
が
あ
れ
ば
患
者
は
当
該
治
療
行
為
を
受
け
る
こ
と
を
承
諾
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う

因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
る
限
り
、
そ
の
承
諾
は
有
効
な
も
の
と
は
い
え
ず
、
そ
の
後
の
治
療
行
為
は
、
そ
の
成
否
を
問
わ
ず
に
違
法
な

も
の
と
な
る
。
従
っ
て
、
そ
の
後
の
治
療
行
為
の
結
果
と
し
て
何
ら
か
の
悪
い
結
果
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
治
療
行
為
の
過
程

に
お
い
て
ミ
ス
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
医
師
は
患
者
側
に
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
全
部
の
賠
償
義
務
を
免
れ
な
い
。
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
娼
）

に
解
す
る
の
が
有
力
な
見
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
て
き
た
近
時
の
先
例
も
概
ね
そ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
お
　

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
説
明
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
障
害
発
生
の
原
因
事
実
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
理
由
で
、



2
0
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（
5
0
）

患
者
が
請
求
し
得
る
の
は
適
切
な
説
明
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
慰
謝
料
の
み
で
あ
る
と
明
示
し
た
事
例
も
あ
る
が
、
今

日
で
は
少
数
説
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
治
療
行
為
が
成
功
し
て
い
る
場
合
に
は
、
患
者
が
当
該
治
療
行
為
自
体
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
と
す
る
特
別
の
事
情
で

も
な
い
限
り
、
損
害
が
発
生
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
普
通
問
題
と
な
る
の
は
治
療
行
為
が
結
果
と
し
て
失

敗
し
た
場
合
で
あ
る
。

口
　
医
師
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
っ
て
、
（
治
療
過
程
に
別
個
の
ミ
ス
は
な
い
ま
ま
に
）
悪
い
結
果
が
発
生
し
た
場
合
、
患
者
側
の
全

損
害
を
請
求
す
る
に
は
、
説
明
が
十
分
な
も
の
で
あ
れ
ば
患
者
は
当
該
治
療
を
受
け
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
因
果
関
係
が
必
要

で
あ
る
こ
と
は
前
記
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
証
明
責
任
は
患
者
側
に
あ
る
。

　
し
か
し
、
十
分
な
情
報
を
提
供
さ
れ
な
い
ま
ま
に
治
療
行
為
の
諾
否
を
決
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
関
し
て
慰
籍
料
を
請

求
す
る
場
合
に
は
、
右
因
果
関
係
の
証
明
ま
で
は
不
要
で
あ
り
、
医
師
の
説
明
が
不
十
分
で
、
患
者
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
諾
否
を
決
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

ざ
る
を
得
ず
、
十
全
の
自
己
決
定
権
が
行
使
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
証
明
さ
れ
る
だ
け
で
足
り
る
。

日
　
治
療
行
為
前
の
説
明
が
十
分
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
及
び
患
者
の
同
意
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
証
明
責
任
は
、
こ
れ
が
人
体
へ

の
侵
襲
行
為
に
対
す
る
違
法
性
阻
却
事
由
と
し
て
機
能
す
る
と
い
う
こ
と
の
系
と
し
て
、
医
師
側
に
あ
る
と
す
る
の
が
通
説
・
判
例
と

　
　
　
　
ヨ

思
わ
れ
る
。

　
債
務
不
履
行
構
成
で
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
と
き
に
は
、
或
い
は
、
構
成
の
如
何
を
問
わ
ず
説
明
義
務
の
根
拠
を
人
の
自
己
決
定
権

に
求
め
る
と
き
に
は
、
こ
の
よ
う
に
い
え
る
か
ど
う
か
や
や
問
題
が
あ
り
、
説
明
義
務
の
不
完
全
履
行
と
い
う
こ
と
或
い
は
自
己
決
定

権
侵
害
と
い
う
こ
と
は
、
債
務
不
履
行
な
い
し
権
利
侵
害
の
具
体
的
態
様
と
し
て
、
患
者
・
原
告
側
に
証
明
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
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か
と
い
う
疑
問
も
あ
り
得
る
が
、
説
明
の
十
分
さ
や
患
者
の
承
諾
の
有
無
が
不
明
で
あ
る
と
き
に
は
患
者
側
の
敗
訴
で
あ
る
と
い
う
の

は
医
療
訴
訟
の
現
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の
よ
う
な
構
成
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
診
療
契
約
の
存
在
は
そ
れ
だ
け
で
は
人

体
に
対
す
る
侵
襲
行
為
を
免
責
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
よ
り
、
侵
襲
行
為
は
そ
れ
だ
け
で
は
原
則
と
し
て
違
法
と
な
る
と
い
う
前

提
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
右
証
明
責
任
を
医
師
側
に
置
く
構
成
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
も
っ
と
も
、
先
例
を
見
る
と
、
説
明
の
有
無
、
内
容
に
関
し
て
証
明
責
任
で
決
着
を
つ
け
た
事
例
は
少
な
く
、
証
拠
に
よ
っ
て
説
明

の
有
無
、
内
容
を
認
定
し
、
そ
の
上
で
こ
れ
に
対
す
る
判
断
、
評
価
を
示
し
た
事
例
が
大
部
分
で
あ
る
。

　
な
お
、
説
明
が
十
分
な
も
の
で
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
よ
う
な
説
明
で
止
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
特
別
の
事
情
（
本
項
3
）

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
特
別
事
情
に
つ
い
て
医
師
に
証
明
責
任
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ま
ず
異
論
は
な

い
よ
う
で
あ
る
。

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

　
東
京
地
判
昭
和
四
六
年
五
月
一
九
日
判
時
六
六
〇
号
六
二
頁
（
乳
腺
症
の
治
療
目
的
で
、
無
承
諾
で
乳
房
を
切
除
し
た
事
例
）
、
秋
田
地

裁
大
曲
支
判
昭
和
四
八
年
三
月
二
七
日
判
時
七
一
八
号
二
七
頁
（
舌
癌
の
治
療
目
的
で
、
無
承
諾
で
舌
の
一
部
を
切
除
し
た
事
例
）
。

　
人
に
は
自
己
の
生
命
を
放
棄
す
る
自
由
も
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上
本
稿
で
は
こ
れ
に
触
れ
ず
、

検
討
を
右
本
文
で
述
べ
る
範
囲
に
と
ど
め
る
。

　
例
え
ば
、
東
京
地
判
平
成
元
年
四
月
一
八
日
判
時
＝
二
四
七
号
六
二
頁
、
松
江
地
判
平
成
五
年
六
月
一
六
日
判
タ
八
二
〇
号
二
一
六
頁
、

東
京
地
判
平
成
五
年
七
月
三
〇
日
判
タ
八
七
〇
号
二
三
六
頁
、
広
島
地
判
平
成
六
年
三
月
三
〇
日
判
時
一
五
三
〇
号
八
九
頁
、
仙
台
地
判
平

成
六
年
＝
一
月
一
五
日
判
時
一
五
三
六
号
四
九
頁
、
大
阪
地
判
平
成
八
年
五
月
二
九
日
判
時
一
五
九
四
号
一
二
五
頁
、
東
京
地
判
平
成
八
年
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六
月
二
一
日
判
時
一
五
九
〇
号
九
〇
頁
等
。

（
1
9
）
　
東
京
高
判
昭
和
六
〇
年
四
月
二
二
日
判
時
一
一
五
九
号
八
六
頁
。

（
2
0
）
　
前
記
（
注
1
）
拙
稿
八
三
頁
参
照
。

（
2
1
）
　
前
注
八
〇
頁
参
照
。

（
2
2
）
　
近
時
の
も
の
と
し
て
、
東
京
地
判
平
成
元
年
四
月
一
八
日
判
時
＝
二
四
七
号
六
二
頁
、
東
京
地
判
平
成
四
年
八
月
三
一
日
判
タ
七
九
三
号

　
　
二
七
五
頁
、
東
京
地
判
平
成
八
年
＝
一
月
一
六
日
判
タ
九
四
四
号
二
二
六
頁
等
が
あ
る
。

（
2
3
）
　
同
じ
く
近
時
の
例
と
し
て
、
静
岡
地
判
平
成
三
年
一
〇
月
四
日
判
タ
七
七
三
号
二
二
七
頁
、
高
松
地
判
平
成
三
年
＝
一
月
九
日
判
タ
七
八

　
　
三
号
一
九
七
頁
、
東
京
地
判
平
成
四
年
八
月
三
一
日
判
タ
七
九
三
号
二
七
五
頁
、
東
京
地
判
平
成
六
年
一
二
月
二
一
日
判
時
一
五
三
四
号
五

　
　
九
頁
等
が
あ
る
。

（
忽
）
．
仙
台
高
判
平
成
六
年
一
二
月
一
五
日
判
時
一
五
三
六
号
四
九
頁
、
大
阪
地
判
平
成
七
年
一
〇
月
二
六
日
判
タ
九
〇
八
号
二
一
二
八
頁
、
東
京

　
　
地
判
平
成
八
年
六
月
二
一
日
判
時
一
五
九
〇
号
九
〇
頁
等
。

（
2
5
）
　
大
阪
地
判
平
成
八
年
五
月
二
九
日
判
時
一
五
九
四
号
一
二
五
頁
。
他
方
、
東
京
地
判
平
成
五
年
七
月
三
〇
日
判
タ
八
五
九
号
二
二
八
頁
は
、

　
　
当
該
の
具
体
的
事
案
に
関
し
て
反
対
。

（
2
6
）
　
宮
崎
地
判
平
成
六
年
九
月
一
二
日
判
タ
八
八
〇
号
二
五
八
頁
は
、
医
師
が
患
者
側
の
意
思
を
拘
束
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
自
分
が
最
善
と
考

　
　
え
る
治
療
手
法
を
具
体
的
に
説
明
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
専
門
家
と
し
て
の
医
師
の
職
責
に
照
ら
し
て
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
と
し
た
事
例

　
　
で
あ
る
。

（
2
7
）
　
東
京
地
判
平
成
八
年
一
二
月
一
六
日
判
タ
九
四
四
号
二
二
六
頁
。
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（
2
8
）
　
大
阪
地
判
昭
和
六
一
年
六
月
一
二
日
判
タ
六
二
七
号
一
九
五
頁
。

（
2
9
）
　
東
京
地
判
平
成
元
年
三
月
＝
二
日
判
タ
七
〇
二
号
二
一
三
頁
。
な
お
、
こ
れ
に
対
す
る
拙
稿
，
《
判
批
》
法
政
理
論
二
八
巻
二
号
九
七
頁

　
　
以
下
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
0
）
　
東
京
高
判
平
成
三
年
一
一
月
二
一
日
判
タ
七
七
九
号
二
二
七
頁
。

（
3
1
）
　
広
島
地
判
平
成
六
年
三
月
三
〇
日
判
時
一
五
三
〇
号
八
九
頁
（
鼻
の
美
容
整
形
）
、
東
京
地
判
平
成
七
年
七
月
二
八
日
判
時
一
五
五
一
号

　
　
　
一
〇
〇
頁
（
腋
臭
・
多
汗
症
の
手
術
）
等
。

（
3
2
）
　
大
阪
地
判
平
成
八
年
二
月
二
八
日
判
時
一
五
八
八
号
＝
一
三
頁
。

（
3
3
）
　
新
美
育
文
・
《
判
批
》
ジ
ュ
リ
増
刊
医
療
過
誤
判
例
百
選
（
二
版
）
一
〇
頁
以
下
（
一
九
九
六
年
）
。

（
訓
）
　
東
京
地
判
平
成
二
年
三
月
＝
一
日
判
時
＝
二
七
一
号
九
六
頁
。

（
3
5
）
　
前
記
（
注
1
）
拙
稿
八
〇
頁
参
照
。

（
3
6
）
　
前
注
八
〇
頁
以
下
参
照
。

（
3
7
）
　
そ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
棄
却
事
例
と
し
て
、
東
京
地
判
平
成
元
年
四
月
一
八
日
判
時
一
三
四
七
号
六
二
頁
、
松
江
地
判
平
成
五
年
六
月

　
　
　
一
六
日
判
タ
八
二
〇
号
二
一
六
頁
、
東
京
地
判
平
成
五
年
七
月
三
〇
日
判
タ
八
七
〇
号
二
三
六
頁
等
。

（
認
）
　
大
阪
地
判
平
成
七
年
一
〇
月
二
六
日
判
タ
九
〇
八
号
二
三
八
頁
。

（
3
9
）
　
東
京
地
判
平
成
三
年
七
月
二
五
日
判
タ
七
七
七
号
一
八
七
頁
。

（
4
0
）
　
前
記
宮
崎
地
判
平
成
六
年
九
月
一
二
日
（
判
タ
八
八
〇
号
二
五
八
頁
）
参
照
。

（
4
1
）
　
福
井
地
判
平
成
元
年
三
月
一
〇
日
判
時
＝
二
四
七
号
入
六
頁
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
家
族
が
申
し
入
れ
た
事
例
で
、
自
己
決
定
権
の
問
題
と
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し
て
は
適
切
で
な
い
。

（
4
2
）
　
東
京
地
判
平
成
九
年
三
月
一
二
日
判
タ
九
六
四
号
八
二
頁
（
患
者
側
の
請
求
棄
却
）
、
そ
の
控
訴
審
で
あ
る
東
京
高
判
平
成
一
〇
年
三
月

　
　
　
一
二
日
判
時
一
六
二
九
号
三
四
頁
（
請
求
一
部
認
容
）
、
そ
の
上
告
審
で
あ
る
最
判
平
成
一
二
年
二
月
二
九
日
民
集
五
四
巻
二
号
五
八
二
頁

　
　
　
（
上
告
棄
却
）
。
な
お
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
請
求
一
部
認
容
の
控
訴
審
判
決
、
上
告
審
判
決
と
も
、
自
己
決
定
と
医
師
の
裁
量
権
と
の

　
　
関
係
如
何
と
い
う
重
要
な
争
点
を
十
分
に
論
じ
切
っ
た
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
請
求
を
棄
却
し
た
一
審
判
決
の
論
理
が
余
り
に
も
粗

　
　
雑
で
あ
っ
た
（
拙
稿
．
（
判
批
》
判
タ
九
五
五
号
九
七
頁
以
下
参
照
（
一
九
九
八
年
）
参
照
）
こ
と
に
、
上
級
審
で
の
結
論
逆
転
を
招
い
た

　
　
　
一
因
が
あ
る
と
の
印
象
を
禁
じ
得
な
い
。

（
4
3
）
　
東
京
地
判
昭
和
五
四
年
九
月
一
九
日
判
時
九
四
五
号
六
五
頁
（
先
天
性
風
疹
症
候
群
児
、
積
極
）
、
東
京
地
判
昭
和
五
八
年
七
月
二
二
日

　
　
判
時
＝
○
○
号
八
九
頁
（
同
、
同
）
、
東
京
地
判
平
成
四
年
七
月
八
日
判
時
一
四
六
八
号
＝
六
頁
（
同
、
同
）
、
京
都
地
判
平
成
九
年
一

　
　
月
二
四
日
判
タ
九
五
六
号
二
一
二
九
頁
（
ダ
ウ
ン
症
児
、
当
該
事
案
で
消
極
）
。

（
必
）
　
い
ず
れ
も
前
記
東
京
地
判
平
成
四
年
七
月
八
日
（
判
時
一
四
六
八
号
＝
六
頁
）
。

（
4
5
）
　
広
島
地
判
平
成
元
年
五
月
二
九
日
判
タ
七
〇
五
号
二
四
四
頁
。

（
4
6
）
　
例
え
ば
、
東
京
地
判
平
成
元
年
四
月
一
入
日
判
時
＝
二
四
七
号
六
二
頁
（
患
者
の
娘
に
対
す
る
説
明
と
同
人
の
承
諾
）
、
東
京
地
判
平
成

　
　
五
年
七
月
三
〇
日
判
タ
八
七
〇
号
二
三
六
頁
（
同
）
。

（
4
7
）
　
前
記
（
注
1
）
拙
稿
八
二
頁
参
照
。

（
4
8
）
　
前
注
入
二
頁
参
照
。

（
4
9
）
　
説
明
義
務
違
反
だ
け
で
逸
失
利
益
等
も
認
容
し
た
近
時
の
事
例
と
し
て
、
前
記
宮
崎
地
判
平
成
六
年
九
月
一
二
日
（
判
タ
八
八
〇
号
二
五
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（
5
0
）

（
5
1
）

（
5
2
）

八
頁
）
が
あ
る
。

東
京
地
判
平
成
七
年
二
月
二
八
日
判
タ
九
一
八
号
二
〇
五
頁
。

東
京
地
判
平
成
四
年
八
月
三
一
日
判
タ
七
九
三
号
二
七
五
頁
、
仙
台
高
判
平
成
六
年
一
二
月
一
五
日
判
時
一
五
三
六
号
四
九
頁
等
。

　
こ
れ
を
明
示
し
た
近
時
の
事
例
と
し
て
、
広
島
地
判
平
成
元
年
五
月
二
九
日
判
タ
七
〇
五
号
二
四
四
頁
が
あ
る
。

四
　
納
得
の
た
め
の
説
明

　
1
　
事
後
の
説
明
義
務

　
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
二
種
類
の
説
明
と
は
異
な
っ
た
類
型
の
も
の
と
し
て
、
不
本
意
な
結
果
が
生
じ
た
後
に
、
医
師
が
患
者
又

は
そ
の
家
族
に
対
し
て
、
そ
の
納
得
を
得
る
た
め
に
医
療
行
為
の
経
過
を
説
明
す
る
こ
と
が
あ
る
。
弁
明
義
務
或
い
は
顛
末
報
告
義
務

と
い
う
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
医
療
契
約
を
準
委
任
と
把
握
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
は
民
法
第
六
四
五
条
（
結
果
報
告
義
務
）
の

適
用
の
結
果
と
し
て
導
出
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
し
、
不
法
行
為
構
成
の
場
合
で
も
、
医
師
の
専
門
家
と
し
て
の
責
任
か
ら
見
て
、
否

定
す
べ
き
理
由
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
説
明
義
務
は
、
医
療
契
約
の
内
容
を
な
す
も
の
か
、
単
に
診
療
債
務
の
履
行
に
付
随
す
る
義
務
に
過
ぎ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
と
見
る
べ
き
も
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
が
、
前
述
し
た
事
前
の
説
明
義
務
と
の
差
異
を
明
確
に
し
て
お
い
た
上

で
、
付
随
的
義
務
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
義
務
を
認
め
て
お
く
こ
と
は
、
患
者
の
権
利
擁
護
に
有
用
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
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@
　
る
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実
例

　
事
後
の
説
明
義
務
を
肯
定
し
た
近
時
の
事
例
と
し
て
、
患
者
の
死
亡
後
に
医
師
が
遺
族
に
対
し
て
し
た
事
情
の
説
明
が
医
学
上
の
基

礎
的
な
認
識
を
欠
い
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
本
当
は
救
命
な
い
し
延
命
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
強
い
無
念
の
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

い
を
遺
族
に
抱
か
せ
た
場
合
に
は
、
社
会
通
念
上
、
医
師
は
遺
族
に
損
害
賠
償
を
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
事
例
、
入
院
中
の
精
神
疾
患

の
患
者
が
失
踪
し
た
場
合
に
は
、
当
該
医
療
機
関
は
、
条
理
上
、
相
当
と
考
え
ら
れ
る
捜
索
を
誠
実
に
実
施
し
た
上
、
近
親
者
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

て
捜
索
の
結
果
を
適
切
に
説
明
、
報
告
す
る
義
務
が
あ
る
と
し
た
事
例
が
あ
る
。

　
但
し
、
い
ず
れ
も
極
め
て
個
別
的
な
事
情
に
対
応
し
た
も
の
で
、
賠
償
請
求
権
の
根
拠
に
ま
だ
不
明
確
な
点
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
ら
の
判
示
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
ま
だ
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

（
5
3
）

（
騒
）

（
5
5
）

前
記
（
注
1
）
拙
稿
八
七
頁
参
照
。

広
島
地
判
平
成
四
年
一
二
月
二
一
日
判
タ
八
一
四
号
二
〇
二
頁
。

東
京
地
判
平
成
三
年
一
〇
月
一
九
日
判
タ
七
八
九
号
二
〇
八
頁
。


